
 

135 
 

５．居住誘導区域の設定について 
５－１．居住誘導区域の区域界について 

〇以下の３つの条件全てに当てはまる区域については災害リスクが高いと判断し居

住誘導区域には含めない区域とします。 
①洪水浸水想定区域浸水深 3.0m 以上 
②将来人口推計（令和 22年度時点）人口密度 20人/ha 未満 
③避難所等から 500ｍ以上離れている区域 

上記の除外箇所の詳細は下記のとおりです。 

図 居住誘導区域に含めない区域詳細図  
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６．立地適正化計画の中間評価について 
６－１．目標指標について 
○ 改定前の佐倉市立地適正化計画（以下「前計画」という。）の目標指標は以下のと

おり設定されています。 

表 前計画の目標指標 

基本的な方向性 目標
指標 

指標の算出方法 
基準値及び将来目標値 

目標値を達成することで
期待される効果  キーワード 

①歩いて
暮 ら せ
る ま ち
づくり 

・様々な機能
の集積 

・地域の個性
を活かした
拠点 

都 市
機 能
誘 導
区 域
内 で
の 誘
導 施
設 の
充足 

・3 地区の誘導区域ごとの誘導

施設の有無から充足率※１を算

出(いずれも H28.3) 
■定住人口の維持 
（佐倉市人口ビジョン） 

177,723 人（H26） 
↓ 

172,252 人（H42） 
 

■住み心地満足度 
(市民意識調査) 

77.2%（H28） 
↓ 

上昇(毎年ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ) 
 
■住み続けたいと思う 18

～39 歳の市民割合 
(市民意識調査) 

71.8%（H28） 
↓ 

上昇(毎年ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ) 
 

■積極的に外出する高齢者

割合 
(健康さくら 21、健康意識調査) 

62.2%（H24） 
↓ 

上昇(調査時にﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ) 
 

■20～39 歳の転出超過抑

制(国勢調査時点比較) 
1,719 人 

（H22→H27） 
(15～34 歳→20～39 歳) 

↓ 
0 人 

(H27→H32) 
(15～34 歳→20～39 歳) 

基準値 
京成佐倉・ 
ＪＲ佐倉駅周
辺 90% 

＜18 施設／20 施設＞ 
将来目標値

100% 
(H42) 

臼 井 駅 周 辺 
88% 

＜14 施設／16 施設＞ 

志津・ユーカ
リが丘駅周
辺 88% 

＜15 施設／17 施設＞ 

②安心し
て、健康
で 快 適
に 住 み
続 け ら
れ る ま
ち の 形
成 

 

・人口密度の
維持 

・良好な居住
環 境 の 維
持・向上 

・子育て世代
を中心とす
る新たな定
住人口の誘
引 

佐
倉・根
郷 地
域 の
居 住
誘 導
区 域
内 の
人 口
密 度
の 維
持  

・国勢調査などを活用して、佐

倉・根郷地域における居住誘

導区域内の人口密度を算出 

基準値 
58.5 人／ha 

(H22) 

将来目標値 
維持 
(H42) 

③公共交
通 を 中
心 と し
た 移 動
利 便 性
の確保 

・持続性のあ
る公共交通
網の形成 

・移動利便性
の確保 

路 線
バ ス
等※ ２

の 利
用 者
数 

・佐倉市統計書により、居住地

と鉄道駅を結ぶ路線バス等の

利用者数を集計 

基準値 
461 万人 

(H27) 
将来目標値 

維持 
(毎年ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ) 

470 万人※３ 
(H29) 
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※1：誘導施設の充足率＝（誘導（維持）＋誘導（補完））÷（誘導（維持）＋誘導（確保）＋誘導（補完）） 
※2：路線バス等：路線バス、山万ユーカリが丘線、循環バス 
※3：前計画では H27 年度を基準としていたが、佐倉市統計書の調査範囲が変更となり評価（比較）がで

きないため、最新の統計書と同じ調査範囲であり、前計画策定年度（H29.3）に最も近い H29 を基
準年とし、評価を行った。 

 
６－２．中間評価について 

〇 都市再生特別措置法第８４条第１項に基づく調査、分析及び評価の状況を整理しまし

た。 

〇 ３つの基本的な方向性に関する目標指標についてそれぞれ中間評価を下記のとおり

実施しました。 

 

（１）「歩いて暮らせるまちづくり」に関する評価について 

指標 基準 

（H27 年度時点） 

目標 

（R12 年度時点） 

中間評価 

（R4.9 時点） 

都市機能誘

導区域内で

の誘導施設

の充足 

京成佐倉・ＪＲ佐倉駅

周辺 90% 

＜18 施設／20施設＞ 

 

京成臼井駅周辺 

88% 

＜14 施設／16施設＞ 

 

志津・ユーカリが丘駅

周辺 88% 

＜15 施設／17施設＞ 

京成佐倉・ＪＲ佐倉

駅周辺 100％ 

 

 

京成臼井駅周辺 

100％ 

 

 

志津・ユーカリが丘

駅周辺 100％ 

京成佐倉・JR佐倉駅周辺 

90%＜18 施設/20 施設＞ 

基準から変化なし 

 

京成臼井駅周辺 

81％＜13 施設/16 施設＞ 

基準より減 

 

志津・ユーカリが丘駅周

辺 

94％＜16 施設/17 施設＞ 

基準より増 
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表 都市機能誘導区域の立地状況（前計画（H29.3）からの変化） 

大分類 小分類 

都市機能誘導区域での立地状況 

京成佐倉・ＪＲ

佐倉駅周辺 
京成臼井駅周辺 

志津・ユーカ

リが丘駅周辺 

前 
計

画 
  

現

状 

前

計

画 
  

現

状 

前

計

画 
  

現

状 

医療施設 診療所（内科） ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ 

   （外科） ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ 

   （小児科） ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ 

   （歯科） ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ 

   （眼科） ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ ○ ⇒ ○ 

   （耳鼻咽喉科） ○ ⇒ ○ △ ⇒  ○ ⇒ ○ 

   （産婦人科） ○ ⇒ ○ △ ⇒ △  ⇒ ○ 

高齢化の中で必要

性の高まる施設 
地域包括支援センター 〇 ⇒ 〇 〇 ⇒ ○ 〇 ⇒ 〇 

子育て支援施設 認定こども園・保育園 〇 ⇒ 〇 △ ⇒ ○ 〇 ⇒ 〇 

   地域子育て支援センター 〇 ⇒ 〇 〇 ⇒ ○ 〇 ⇒ 〇 

   児童センター・老幼の館  ⇒   ⇒  〇 ⇒ 〇 

教育施設 高等学校 〇 ⇒ 〇 － ⇒ － － ⇒ － 

   高等教育機関 〇 ⇒ 〇 － ⇒ －  ⇒  

文化施設 図書館 〇 ⇒ 〇 〇 ⇒ ○ 〇 ⇒ ○ 

   博物館・美術館 〇 ⇒ 〇 － ⇒ － － ⇒ － 

集会施設 地域交流センター 〇 ⇒ 〇 〇 ⇒ ○ 〇 ⇒ 〇 

商業施設 大型小売店舗 〇 ⇒ 〇 〇 ⇒ ○ 〇 ⇒ 〇 

   
銀行等、郵便局、簡易郵便

局 
〇 ⇒ 〇 〇 ⇒ ○ 〇 ⇒ 〇 

行政施設 
出張所、市民サービスセン

ター、派出所 
〇 ⇒ 〇 〇 ⇒ ○ 〇 ⇒ 〇 

   市庁舎、国・県の出先機関 〇 ⇒ 〇 － ⇒ － － ⇒ － 

（施設の配置状況 凡例） 
○：立地あり △：鉄道駅徒歩圏内に立地している 空白：立地なし   ：新規立地   ：撤退 

  



 

139 
 

（２）「安心して、健康で快適に住み続けられるまちづくり」に関する評価について 

〇他の居住誘導区域においても将来的に人口減少が予測されることから臼井・千代田地域、

志津・ユーカリが丘地域についても人口密度の維持を目指します。 
〇指標の追加に伴い改定計画では、基準を R2 年度時点の人口密度の維持へ統一します。 

 

指標 基準 目標 中間評価 
佐倉・根郷地域の居住誘
導区域内の人口密度の

維持 
58.5 人/ha(H22) R12 年度時点 

維持 
54.4 人/ha(R2) 

基準から概ね維持 

 
（３）「公共交通を中心とした移動利便性の確保」に関する評価について 

※前計画では H27 年度を基準としていたが、佐倉市統計書の調査範囲が変更となり評価（比較）ができないた
め、最新の統計書と同じ調査範囲であり、前計画策定年度（H29.3）に最も近い H29 を基準年とし、評価を行
った。 

 
①モニタリング結果 
令和元年、令和２年度の利用者数の減少は、新型コロナウイルスによる外出自粛の影響

だと考えられる。 
 

表 路線バス等の利用者数 モニタリング結果 

 路線バス等利用者数 参考値 

（H29 年と同じ人口だった場合の利用者推計値） 

H29 470.1 万人 - 

H30 472.4 万人 473.6 万人 

R1 453.6 万人 456.3 万人 

R2 339.0 万人 342.5 万人 

 

指標 基準 目標 中間評価 

路線バス等の 
利用者数 

470 万人（H29）※ R12 年度時点 
維持 

339 万人（R2） 
基準より減少 

 
参考 343 万人 

（H29 年と同じ人口だっ
た場合の利用者推計値） 
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図 路線バス等利用者数の推移 
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（４）目標値を達成することで期待される効果について 

 

表 目標値を達成することで期待される効果について 

  

■定住人口の維持 
（佐倉市人口ビジョン） 

H26 年度 
→ 

R４年度 
（４.１時点） 

177,723 人 171,747 人 
〇定住人口について、基準年度より人口が減少した。 

※Ｒ４年度人口は住民基本台帳より参照 

■住みやすいと感じる 
市民の割合 

(市民意識調査) 

H28 年度 
→ 

R４年度 
77.2% 73.5% 

〇市の実施する「市民意識調査」での住みやすいと感じる市

民の割合（住み心地満足度）が減少した。 

■住み続けたいと思う 
18～39 歳の市民割合 

(市民意識調査) 

H28 年度 
→ 

R４年度 
71.8% 70.1% 

〇市の実施する「市民意識調査」での住み続けたいと思う 
18～39 歳の市民の割合が減少した。 

■積極的に外出する高齢者割合 
(健康意識調査) 

H24 年度 
→ 

R４年度 
62.2% 67.8% 

〇市の実施する「市民健康意識調査」での積極的に 
外出する高齢者割合が増加した。 

■20～39 歳の転出超過抑制 
(国勢調査時点比較) 

H22 年度から H27 年度 
→ 

H27 年度から R２年度 
1,719 人 2,096 人 

〇20～39 歳の転出超過抑制について、基準年度より 
転出超過人数が増加した。 
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７．その他考察資料（参考） 
７－１．都市構造の評価に関するハンドブックを活用した評価 
（１）分析の目的 

○  本市の地域特性を客観的に把握するため、「都市構造の評価に関するハンドブッ

ク（国土交通省）」より、立地適正化計画に関連のある５つの観点（①生活利便性、

②健康・福祉、③安全・安心、④地域経済、⑤行政運営）から評価指標を設定して

評価検討します。 

 

（２）分析の方法 

○  上記５つの視点毎に、「都市構造の評価に関するハンドブック(国土交通省)」に

おいて示されている都市規模別（全国、人口 10万超～40万未満都市、三大都市圏※）

の試算値の公表資料を用いて、試算・対比が可能な指標を対象に本市の試算値との

比較を行います。 

○ 評価結果を、それぞれの評価指標ごとに平均値と比較するレーダーチャートにより

可視化することで、評価分野別に本市の現状水準を把握します。 

 

 

  

※ ：東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県、愛知県、

岐阜県、三重県、大阪府、京都府、兵庫県 
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（３）指標値の算出 

〇 試算結果を以下に示します。 
表 評価指標 一覧（１／２） 

表 評価指標 一覧（2/2） 

 
  

全国 三大 都市圏
人口10万超
～40万未満

1
以下に示す医療、福祉、
商業、公共交通のデータ

各施設の徒歩圏の全てが
重複するエリアに居住す
る人口を都市の総人口で
除して算出

% 58.6 16.4 33.6 31.4
※1：バス停は300ｍ、
その他は800ｍ

2
国土数値情報 都市地域
データ（H30）

居住を誘導する区域を設
定し、当該区域における
人口密度を算出

人/ha 55 49.8 66.8 41.9
各都市が設定、想定す
る居住を誘導する区域
における人口密度

佐倉市データ
についてはR2
国勢調査を参
照

医療
国土数値情報　医療機関
データ（H26）

医療施設から半径800m の
圏域内人口を都市の総人
口で除して算出

% 94 62.3 89.4 81.4
医療施設：内科又は外
科を有する病院・診療
所

福祉

（公共介護施設）
国土数値情報 福祉施設
データ（H27）
（民間介護施設）
厚生労働省　介護ｻｰﾋﾞｽ情
報公開ｼｽﾃﾑ

福祉施設から半径800m の
圏域内人口を都市の総人
口で除して算出

% 94 41.0 56.1 66.9
福祉施設：通所型施
設、訪問系施設、小規
模多機能施設

商業
経済産業省 平成26年商業
統計確報

商業施設を有するメッ
シュの中心から半径800m
の圏域内人口を都市の総
人口で除して算出

% 63 40.5 62.5 68.7
商業施設：専門・総合
スーパー、百貨店

4 基幹的公共交通路線
※2

の徒
歩圏人口カバー率

基幹的
公共交通路
線

国土数値情報　「鉄道
データ」（H28）
国土数値情報　「バス停
留所データ」（H28）

運行頻度が片道30本／日
以上のサービス水準を有
する鉄道駅又はバス停の
徒歩圏に在住する人口を
都市の総人口で除して算
出

% 80.2 35.4 66.6 48.1

※2：運行頻度が片道
30本/日以上のサービ
ス水準を有する鉄道駅
又はバス停

医療
国土数値情報　医療機関
データ（H26）

医療施設から半径800mの
圏域に該当する各メッ
シュの人口密度を算出
し、その平均値を算出

人/ha 32 15.1 42.3 21.1 指標４を活用

福祉
（公共介護施設）
国土数値情報 福祉施設
データ（H27）

福祉施設から半径800m 圏
域に該当するメッシュに
ついて、それぞれの人口
密度を算出してその平均
値を算出

人/ha 28 14.8 43.9 21.8 指標４を活用

商業
経済産業省 平成26年商業
統計確報

商業施設を有する各メッ
シュの人口密度を算出
し、その平均値を算出

人/ha 48 18.7 51.1 27.7 指標４を活用

6
国土交通省 全国都市交通
特性調査 集計データ
（H27）

「鉄道分担率」と「バス
分担率」を集計して算出

% 25.2 14.8 27.9 6.5
全目的の「鉄道」と
「バス」の分担率

佐倉市データ
については、
H30東京都市圏
パーソント
リップ調査を
参照

7

国土数値情報 鉄道時系列
データ（H29）
国土数値情報 バス停留所
データ（H29）

鉄道駅から半径800m、及
びバス停から半径300m の
圏域に該当するメッシュ
についてそれぞれの人口
密度を算出してその平均

人/ha 36.6 18.9 50.5 25.2
※3：すべての鉄道
駅、バス停の徒歩圏

佐倉市データ
については独
自で算出

佐倉市

都市規模別平均値

5

生活サービス施設の利用圏
平均人口密度
'－各生活サービス施設の徒
歩圏域における平均人口密
度

生活サービス施設の対
象範囲はNo.3の通り

公共交通の利用促進

公共交通の機関分担率

公共交通沿線地域※3の人口密度

単位 定義、注釈等 備考

生活利便性

居住機能の適切な誘導

日常生活サービスの徒歩圏※1充足率

居住を誘導する区域における人口密度

3

生活サービス施設の徒歩圏
人口カバー率
－各生活サービス施設の徒
歩圏に居住する市民の比率

都市機能の適正配置

評価分野 評価軸 No 評価指標 出典 算出方法

全国 三大 都市圏
人口10万超
～40万未満

徒歩行動の増加と
市民の健康の増進

8
国土交通省 全国都市交通
特性調査 集計データ
（H27）

「徒歩分担率」と「自転
車分担率」を集計して算
出

% 21.7 29.0 34.0 27.5
全目的の徒歩・自転車
の分担率

佐倉市データ
については、
H30東京都市圏
パーソント
リップ調査を
参照

9
国土交通省 福祉施設デー
タ（H27,23）

高齢者福祉施設の半径
1km(※)圏域の65歳以上人
口を、都市の65歳以上総
人口で除して算出※市街
化区域等の面積を区域内
公立中学校数で除した平
均中学校区面積を円で表
した場合の半径

% 94.5 46.1 59.8 71.2

10
国土交通省 福祉施設デー
タ（H27,23）

保育所の半径800m圏域の0
～5歳人口を、都市の0～5
歳総人口で除して算出

% 75.5 52.1 75.2 68.2

歩きやすい環境の形成 11
総務省　平成25年住宅・
土地統計調査　調査の結
果

市町村別の最寄公園まで
の距離別住宅数の総数に
占める500m以上の住宅数
の割合

% 32.7 54.9 37.1 53.4
※4：高齢者の一般的
な徒歩圏である500ｍ

歩行者環境の安全性向上 12
国土交通省 全国都市交通
特性調査（H27）

歩道が設置された道路延
長を一般道路実延長で除
して算出

% 74.7 56.7 72.0 63.0

13
交通事故総合分析セン
ター イタルダインフォ
メーション（R1）

1万人あたり死者数 人 0.2 0.5 0.2 0.6

14
総務省　平成25年住宅・
土地統計調査　調査の結
果

最寄の緊急避難場所まで
の距離帯別住宅数に、距
離帯の中間値を乗じた値
を合計し、住宅総数で除
して算出

m 611 682.7 527.8 679.8

市街地荒廃化の抑制 15 H30住宅・土地統計調査
空き家数（その他住宅）
を住宅総数で除して算出

% 4.7 7.9 4.6 6.8

16
経済産業省 平成26年商業
統計確報

市街化区域の従業者数
÷市街化区域の面積

人/ha 15.4 9.6 21.0 17.0

17
経済産業省 平成26年商業
統計確報

都市機能を誘導する区域
に該当するメッシュにお
ける小売業の年間商品販
売額を小売業の売場面積
で除して算出

万円/㎡ 80.0 48.1 81.0 71.7

18

国土数値情報 地価公示
データ（R2）
国土数値情報 都道府県地
価調査データ（R2）

居住を誘導する区域内の
用途区分が住宅地に該当
する公示地価の平均値を
算出

万円/㎡ 64,906 76,275 115,691 51,297

19

総務省　市町村別決算状
況調（H30）
総務省　住民基本台帳に
基づく人口、人口動態及
び世帯数（H30）

歳出決算総額を都市の総
人口で除して算出

千円 265.7 739.5 374.1 431.4

20
地方公共団体の主要財政
指標一覧（H30）

財政力指数 ー 0.9 0.5 0.8 0.7

地域経済 健全な不動産市場の形成

従業人口密度（都市機能を誘導する区域）

都市機能を誘導する区域における小売商業
床効率

平均住宅宅地価格（居住を誘導する区域）

行政運営 都市経営の効率化
市民一人当たりの歳出額

財政力指数

高齢者徒歩圏※4に医療機関がない住宅の割合

安全・安心

歩道整備率

市街地の安全性の確保

市民一万人あたりの交通事故死亡者数

最寄り緊急避難場所までの平均距離

空き家率

単位 佐倉市
都市規模別平均値

定義、注釈等 備考

健康・福祉

徒歩と自転車の機関分担率

都市生活の利便性向上

高齢者福祉施設の 1km 圏域高齢人口カバー率

保育所の徒歩圏 0～5歳人口カバー率

評価分野 評価軸 No 評価指標 出典 算出方法

※赤字は独自で
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（４）試算結果に関する考察 

①全国との対比 
○ 本市の評価指標値は、全国の平均値よりも高い水準にある指標が多くなっています。 

○ 生活利便性の指標においては、すべての指標で全国の平均値を上回っていますが、

以下の指標で全国の平均値を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都市に関係する各指標の評価 全国（レーダーチャート） 

 

  

＜全国の平均値を下回る指標＞ 

【健康・福祉】 徒歩と自転車の機関分担率 
高齢者徒歩圏に公園がない住宅の割合 

【安心・安全】 歩道整備率 
最寄りの緊急避難場所までの平均距離 

【地域経済】 平均住宅宅地価格（居住誘導区域） 
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②三大都市圏との対比 
○ 本市の評価指標値は、生活利便性、安全・安心、行政運営の指標においては、三大都

市圏の平均値と同等もしくは高い値をとっていますが、以下の指標で三大都市圏の平

均値を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都市に関係する各指標の評価 三大都市圏（レーダーチャート） 

 
 
 

＜三大都市圏の平均値を下回る指標＞ 

【生活利便性】 居住を誘導する区域における人口密度 
公共交通の機関分担率 
公共交通沿線地域の人口密度 

【健康・福祉】 徒歩と自転車の機関分担率 
高齢者徒歩圏に公園がない住宅の割合 

【地域経済】 従業人口密度（都市機能誘導区域） 
平均住宅宅地価格（居住誘導区域） 
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③人口 10万超～40万未満の都市との対比 
○本市の評価指標値は、人口 10 万超～40 万未満の都市の平均値よりも高い水準にあ

る指標が多くなっていますが、以下の指標で人口 10 万超～40 万未満の都市の平均

値を下回っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

図 都市に関係する各指標の評価 人口 10 万超～40 万未満の都市（レーダーチャート） 
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＜人口 10万人越～40万人未満の都市の平均値を下回る指標＞ 

【生活利便性】 生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率 商業 
【健康・福祉】 徒歩と自転車の機関分担率 

高齢者徒歩圏に公園がない住宅の割合 
【安全・安心】 最寄り緊急避難場所までの平均距離 

空き家率 
【地域経済】 従業人口密度（都市機能誘導区域） 
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８．意識調査結果など 
８－１．市民意識調査 
 ・住み心地満足度 

 
 ・住み続けたいと思う 18～39 歳の市民割合 

 
８－２．健康意識調査（第 2 次健康さくら 21） 
 ・積極的に外出する高齢者割合 

選択項目 １８～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５歳以上 無回答 総計
住み続けたい 22 67 86 119 59 103 146 118 1 721
当分は住み続けたい 20 39 84 74 25 31 36 38 347
住み続けたいが転出予定 8 7 4 1 4 1 2 27
将来転出したい 14 7 13 17 5 6 5 1 68
すぐに転出したい 1 1 1 1 4
わからない 13 10 13 25 12 12 13 7 105
無回答 2 1 2 1 6
総計 80 131 200 238 107 155 202 164 1 1278
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８－３．誘導施設となる診療所の診療科目の抽出の考え方 
〇 人口の好転に向けた出産・子育て環境の維持・向上を図るため、小児科及び産婦

人科を抽出します。 

〇 厚生労働省の調査による「通院者率の高い傷病」や「有訴者率の高い症状」を参

考に、市民生活において利用する機会が多い診療科目と考えられる内科、外科（整

形外科含む）、歯科、眼科、耳鼻咽喉科を抽出します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 性別にみた通院者率の上位 5傷病（複数回答）（資料：平成 25 年国民生活基礎調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 性別にみた有訴者率の上位 5症状（複数回答）（資料：平成 25 年国民生活基礎調査） 
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９．策定経過 
９－１．策定経過 

 
庁内検討会 都市計画審議会 その他 

（第１回 R4.11.9） 
・立地適正化計画の概要 
・国の動向・関連計画等 
・本市の現状と将来の見通

し 
・改訂時に考慮すべき都市

の抱える課題 
・課題から考えられる改訂

計画に向けた検討事項 

（第 38 回 R5.8.2） 
・佐倉市立地適正化計画

見直しについて（報告） 

（R5.6.1~6.14） 
意見公募の実施 
・立地適正化計画見直し

の基本方針について 
・防災指針（素案）につ

いて 
 
１人から２件の意見あり 

（第２回 R5.2.3） 
・立地適正化計画見直しの

基本方針について 
・防災指針（素案）につい

て 

（第 39 回 R6.2.14）予

定 
・立地適正化計画の改定

について（諮問） 

（R5.10.21） 
住民説明会の実施 
・立地適正化計画の見直

しについて（居住誘導区

域の変更について） 
 
対象者（地権者、建物所

有者）には別日にも訪問

し説明 

（第３回 R5.12.12~12.18） 
・全庁照会時各課意見に対

する対応について 
・立地適正化計画素案の修

正について 
・立地適正化計画素案（修

正版）に対する意見聴取

について 

 （R6.1.22~2.5） 
意見公募実施 
・佐倉市立地適正化計画

改定（案）について 
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９－２．都市計画審議会答申 

 


